
数 学 科 学 習 指 導 案
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１年○組

授 業 の 視 点

・生徒自らが課題を見いだし、個々の生徒がそれぞれの到達目標に向けて多

様なアプローチを可能にする課題として適切な課題であったか。

・ＴＴにより、一人一人の生徒がその能力や適正、興味・関心などに応じた

課題を自ら見い出すための支援を効果的に行えたか。

１．単元名 「正の数、負の数（課題学習）」（大日本図書）

２．考察

（１）生徒の実態

従順で素直な生徒が多く、授業では積極的に課題に取り組むなど意欲的な学習態度がみられる。

また、理解できない内容があると机間指導の際に個人的に質問することもできる生徒が多い。

（中略）

学校生活に関するアンケート調査（６月初旬実施）によると、最も多い回答は、以下の通りで

あった。

「授業が楽しいと感じる」→「自力で問題が解けたとき（30%）」

「やる気が出る」→「できなかったことができたとき（47%）」

「やりがいを感じる」→「目標が達成できたとき（50%）」

「困難や障害に立ち向かったとき」→「乗り越えようと努力する（58%）」

「ＴＴへの感想」→「いろいろな教え方があって分かりやすい（47%）」

（２）教材観

この単元の主な内容は、正の数、負の数の理解、その四則計算である。

これまで、「数」の概念は目的に即して順次拡張され、有理数の範囲（０、正の数）にまで及

んでいる。また、四則の意味や四則に関して成り立つ性質などを扱い、四則の相互関係や計算方

法として、交換・結合・分配などの法則に目を向けさせてきた。しかし、小学校での数の範囲で

四則計算の可能性を考えるとき、減法はいつも可能であるとはいえなかった。

そこで、ここでは 四則計算の検討から常に成り立たせたいという欲求(補完)から 数の範囲を、 、

正の数、負の数にまで拡張する。そして、数が正の数、負の数にまで拡張させても、四則の意味

を拡張して、これまでの数のように、四則計算をする。

また、小学校における分数の除法で、乗法・除法を乗法に統一して考えたのと同じように、符

号のついた数の導入により、減法を加法に変えて考えることができ、加法・減法を加法に統一で

き、加法と乗法では交換、結合及び分配の法則が成り立つことを理解する。

このことによって、より工夫し、より能率のよい計算ができるが、このような式の見方や操作

は、後で学習する文字式の理解、なかでも正の項、負の項の理解や同類項をまとめること、式の

値を求めることなどを含め、更に、第２学年以降の文字式の計算の基礎をなすものとして重要な

ものである。

数学的な考えを育成する上で重要な観点として、簡潔、明確、統合がある。本単元におけるそ

の指導場面の主なものは以下の通りである。

①「能率的」に計算を進めるため、括弧の省略や正の符号の省略を行う。

②四則の意味から演算の規則性をとらえ、「形式的」に行う。結果として思考や作業を単純に

することができる。

③交換、結合、分配法則を利用することにより、計算がより「正確」に、そして、誰にでもよ

りわかりやすくするという目的に合わせ「的確」に行う。

④四則計算を常に成り立たせたいという「補完」の欲求から 数領域を「拡張」し、「完全な」、

体系をつくりあげる。

⑤「統合の考え」に着目させ、「形式の統一」（すなわち、代数和として加減法をとらえるこ

とや除法を逆数の積とし乗除法をとらえること）を行う。

⑥交換、結合、分配法則を指導する場面において、帰納的な推論によって「一般」的な関係を



洞察し、抽象化する。

本時の課題学習は、本単元の総まとめに位置し、四則計算の完成を意味するものである。

課題学習では、既習内容の中から何を活用したらよいかを主体的に選択したり、課題解決の過

程で、数学的な見方や考え方のよさや有用性を体験したする。また、その学習活動においては、

物事を総合的にとらえて考察し、自らが学ぶ目標を定めて課題に取り組むため、主体的に解決し

ていこうとする学習の仕方を身に付けることができる。

このような特性を課題学習はもっているため、生徒の意欲的、探求的な学習を促すのに効果的

であり、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力・態度の育成に欠かせないもので

あると考える。

（３）教材の系統

２章 正の数 負の数、

数の加減 小１ １節 正の数、負の数 ３章文字と式

加減の相互関係 小２ １正の数、負の数 式の値„

乗除 小３ ２数の大小 式の計算

小数の加減、計算法則 小４ ２節 加法と減法 ４章１次方程式

小数の乗除、分数の加減小５ １加法 ２減法 方程式とその解· „

分数の乗除 ３加減 混 式 計算 １次方程式 解き方の じ っ た の の

数の相等、大小と数直線小６ ３節 乗法と除法 ５章量の変化と比例

四則計算の可能性 １乗法 ２除法 座標· „

３加減 乗除 混 式 比例と反比例、 の じ っ た

の計算（本時）

３．指導目標

○ いろいろな事象の中から、正の数・負の数を使って表せることを知る。

○ 数の範囲を負の数まで拡げ、加法と減法、乗法と除法の関係を知る。

○ 正の数・負の数の四則計算や累乗の計算を行う。

○ 正の数・負の数の四則計算の意味や累乗、逆数などの意味を知る。

４．評価規準

○ 正の数・負の数を使って表せる数量を、いろいろな事象の中から見出したり、計算の規則を

調べたり、加法・減法を統合的に見ることに関心をもつ。

○ 数を負の数まで拡張して考え、正の数・負の数を使って統一的に表したり、項の考えを使っ

て、式を簡潔化、単純化し、負の数を考えることの必要性とよさを知る。

○ 正の数・負の数の四則計算や交換法則・結合法則を使って工夫して計算したり、項の考えを

使って計算する。

○ 正の数・負の数の加法・減法の意味や四則演算の規則を理解したり、式を項の和としてみる

ことを知る。

５．指導方針

学習課題に生活の中で使われている正の数・負の数の例を取り上げ、学習への興味関心を高め

るたり、学習内容の有用性に気づかせる。また、課題学習では、我が国の伝統的な数学的素材で

ある「小町算」（ヨーロッパでは「センチュリーパズル」と呼ばれている）を紹介することによ

って、数学への興味・関心を高める。また、これは新学習指導要領の高等学校の数学で取り上げ

られているように数学史との関連した指導は、高等学校の学習へつながるものであり、大切なも

のである考える。

数を負の数まで拡張して考え、四則演算の規則等を理解する過程で、そこで用いられている数

学的な見方・考え方を明らかにすることによって意識化させる。加減乗除の学習の相互関連性と

符号・絶対値の見方や項・逆数の考え方など用いることによって数学的な見方・考え方が進展し

ていっていることに気づかせることによって、数学的な見方・考え方のよさを理解させる。

（中略）



身近な生活の中で使われている負の数に気づかせ、生活経験から負の数を量としてとらえさせ

る。図や数直線などに正の数・負の数を表し、負の数の概念形成を支援する。数量関係を把握し

やすいように既習内容からの例示などをし、対比することによって理解への支援を行う。課題学

習では、課題の内容がすぐに理解できない場合ことが予想されるため、最初はグループで共通の

簡単な問題で課題追求を行わせ、後に個人で課題を設定させる。

本単元では、１９時間のうち６時間をＴＴによる指導を行っている。常にＴＴを行うことでき

ないため、自然な形で指導・支援を行いたいと考え、これまで、Ｔ１が一斉指導を行いながらＴ

２が個別指導を行う形態とＴ１・Ｔ２による机間指導による形態を組み合わせながら行ってきて

いる。しかし、固定した形態とせず、学習課題や実態等に応じ、形態等を工夫しながらＴＴを行

っていく。生徒の実態・評価については、授業後を中心に、情報交換を行うが、生徒のつまずき

など状況などについては授業時間中にも情報交換をし、全体指導・個別指導にその場で反映させ

ていくようにする。

６．指導計画並びに評価計画（全２８時間、本時は第２８時）

題 時 学 習 活 動 評 価 項 目

材 数

正 身のまわりの負の数 正の数・負の数を使って表せる数量を、いろいろな事象

の を用いている事象に目 の中から見出すことに関心をもつ。

数 を向け、数を負の数に 数を負の数まで拡張して考え、正の数・負の数を使って

・ ６ まで拡張する。 統一的に表せることを知る。

負 負の数を使った表し 正の数・負の数を使って、いろいろな事象を表す。

の 方や大小関係を調べ 負の数を使った表し方や数の大小関係を理解する。

数 る。

実際的な場面を用い 正の数・負の数を使った加法・減法の計算の規則を調べ

加 て、正の数・負の数の たり、加法・減法を統合的に見ることに関心をもつ。

法 加法・減法の意味や方 項の考えを使って、式を簡潔化、単純化し、負の数を考

と 10 法を調べる。 えることの必要性とよさを知る。

減 基本的な加法・減法 正の数・負の数の加法・減法や交換法則・結合法則を使

法 の計算や加減の混じっ って工夫して計算したり、項の考えを使って計算する。

た式の計算をする。 正の数・負の数の加法・減法の意味やその規則を理解し

たり、式を項の和としてみることを知る。

乗法の意味を考え乗 計算の規則を具体的事象や類推などから説明したり、四

法の規則をまとめる。 則計算を用いて問題解決を行うことに関心を持つ。

乗法の交換法則・結 乗法と除法を統合的にみて、式を簡潔化、単純化した

乗 合法則を調べ、その利 り、数の集合の関係を計算の可能性からとらえる。

法 用方法を考える。 正の数・負の数の四則計算や交換法則・結合法則を使っ

と 12 累乗の表し方・計算 て工夫して計算したり、累乗の表し方や計算ができる。

除 方法を調べる。 正の数・負の数の乗法・除法の意味やその規則を理解し

法 除法と乗法の関係を たり、四則の可能性と数の集合の関係を知る。。

もとに、除法の計算方

法を考える。

基本的な乗法・乗法

の計算や四則の混じっ

た式の計算をする。

７．本時の指導

（１）学習目標

正の数、負の数において加減乗除の混じった式の計算方法を理解し、その計算ができるように

する。

○数学の文化としての価値に気づき、自ら課題を設定し、課題解決に意欲的に取り組む。

○多様な考え方があることに気づき、様々な方法で課題を追求しようとする。

○正の数、負の数の加減乗除、累乗などを組み合わせ、計算することができる。

○正の数、負の数の加減乗除、累乗など混じった式の計算方法を理解する。



（２）準備

小町算解説プリント、課題追求プリント（プリント１～３）、コンピュータ

（３）展開

学習内容 学習活動 時 学 習 へ の 支 援 及 び 評 価

間 Ｔ１（メイン） Ｔ２（サブ）

小町算の数 小町算の由来とその計 10 小町算の由来を紹介する。親近感がよ 観察法により、小町算の計算方法を理

学史・文化 算方法を知る。 分 り一層持てるように中学１年生の研究レ 解したか否かを判断し、配布した資料の

的 ・数学 ポートを紹介する形式で行う。 内容が読みとれない生徒に個別に解説

的価値の理 http://www.fuzoku.okayama-u.ac.jp/ml し、課題の概要理解への支援を行う。

解 /kyouka/math/komati.html

本時の目標は、計算力の向上と数学を

楽しむという文化に触れることであるこ

とを明確にする。

正の数・負 練習問題「１・２・３ 10 扱う数字が多くなると計算が煩雑にな 理解が遅れがちの生徒から支援が始め

の数の計算 ・４・５で１５を作ろ 分 るため、導入の練習で扱う問題は数字を られるように準備する。

練習１ う」をする １～５とし、順番を変えずに計算し、合

計が１５になる場合の問題を扱う。

（1）+1+23-4-5＝15 机間指導を行いながら一斉指導の必要 机間指導をし、特に一斉指導の必要が

（2）+1+2+3+4+5＝15 があるものを確認し、必要に応じて全体 ある事項についてＴ１に伝える。

（3）+1-2*3+4*5＝15 に助言を与える。

（4）+1*2*3+4+5＝15 Ｔ１・Ｔ２は特定の指導に割り当てず、学級全体にきめ細やかな指導を行えるよ

（5）-1*2+3*4+5＝15 うに、互いの位置や生徒への支援状況を把握しながら、机間指導を行う。

（6）-1*2-3+4*5＝15 課題追求に取りかかれない生徒には、四則演算や符号に着目させる。

結果が得られたら賞賛し、さらに他にもないか検討させ、多様な考え方があるこ

とに気づかせる。

正の数・負 グループで協力して発 15 結果が得られやすいように最初の課題 練習問題における課題の把握状況を分

の数の計算 展課題「１・２・３・４ 分 の発展問題を扱う。 析し、グループ活動に特に支援が必要と

練習２ ・５で１～１５を作ろ 試行錯誤で計算しやすくするために１ 思われるグループから支援が行えるよう

う」を追求する。 つに絞らず１～１５と範囲を広く設定 に準備する。

し、グループ全員が参加しやすいように

させる。

課題解決へのより積極的に取り組める

ようにグループ間で競争させる。

下位の生徒には、目標とする数値を絞らず、様々な計算を試行錯誤することを楽

しむことを主眼に置くようにさせる。

グループで生徒が教え合う活動を支援を中心に行う。課題追求の成果だけでな

く、活動の状況についても賞賛する。

正の数・負 個人で課題を設定し、 10 自分で条件設定をし、課題追求をさせ 個別指導が特定な生徒から行われない

の数の計算 課題追求をする。 分 る。 ように配慮しながら、支援が特に必要な

練習３ 課題の達成状況を把握するため、プリ 生徒にできるだけ早く支援が行えるよう

「１・２・３・４で１か ントに記述させ、授業終了時に提出させ に準備する。

ら１０をつくろう」 る。

（1）+1+2+3+4＝10 個別指導が特に必要な生徒には、具体的に例示をし、選択させる。

（2）+1*2*3+4＝10 生徒の発見に対し、賞賛したり、感嘆したりし、活動への意欲を高める。なかな

（3）-1*2+3*4＝10 か発見できないに対し、一緒に考え、その難しさを共感するようにする。

： 生徒は多様な課題に取り組んでいるため、教師の支援が十分に行えないことが予

： 想される。そこで、コンピュータを指導者への支援ツールとして利用し、支援の手

（1）+1*2+3+4＝9 だてを得るようにする。

（2）-1+2*3+4＝9 順調に課題が解決できている生徒には、どのようにしたら効率よく式が求められ

： るかを追求させる。

：

発表とまと 課題追求の成果を発表 ５ 生徒のノートをＯＨＣで表示する。 生徒の課題追求の成果を生徒に発表さ

め する。 分 生徒の発表の際、動機、苦労した点、 せる。

見つかったときの感想などを話すように 積極的に取り組んだ生徒、多様な計算

発表のポイントを助言する。発表に対 式を求めた生徒、高度な課題を追求した

し、共感的態度で賞賛する。 生徒等の視点で、課題追求の段階で選択

最後に、感想をまとめさせ、関心・意 しておき、数名指名する。

欲・態度の評価資料とする。



＜プリント１＞

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

１，２，３，４，５で１５をつくろう！

１年 組 NO. （ ）

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５



＜プリント２＞

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

１，２，３，４，５で１～１５をつくろう！

１年 組 NO. （ ）

１ ２ ３ ４ ５ ＝１

１ ２ ３ ４ ５ ＝２

１ ２ ３ ４ ５ ＝３

１ ２ ３ ４ ５ ＝４

１ ２ ３ ４ ５ ＝５

１ ２ ３ ４ ５ ＝６

１ ２ ３ ４ ５ ＝７

１ ２ ３ ４ ５ ＝８

１ ２ ３ ４ ５ ＝９

１ ２ ３ ４ ５ ＝１０

１ ２ ３ ４ ５ ＝１１

１ ２ ３ ４ ５ ＝１２

１ ２ ３ ４ ５ ＝１３

１ ２ ３ ４ ５ ＝１４

１ ２ ３ ４ ５ ＝１５



＜計算メモ＞

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝

１ ２ ３ ４ ５ ＝ １ ２ ３ ４ ５ ＝



＜プリント３＞

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

算の探求
１年 組 ＮＯ． （ ）

計 算 方 法

使 う 数 字・・・

合 計 の 値・・・

数字の順番・・・変えない・変えてもよい

数字の連結・・・しない・してもよい

（ ）の使用・・・使わない・使ってもよい


